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中共 大　泉　厨 180m下積部統 クラ　　市田暮　明　居 300m
上鮮 市之原居 如Om 機 村暦 250m
新 目　　　　ノ
都 古　野 盾（來亜炭層）130m茶屋上層　（爽亜炭層）1oom一ト
前 ヒ　　回ク美　鹿　屠 80m 湯の山居 250m＋
中新統 チ クサ
中部 千 種居 7
黒雲母花開巻
古生履 砂岩、角岩、珪岩 角岩、珪岩、貝岩、砂岩
　　　　　　　　　　　　　皿層　　　　序
　　　テク，・　1．〔千種層〕砂岩頁岩の互居より成る。砂岩は千種村西方黒雲母花開岩の縁蓬部に
於て，湯の山眉・とその上を蔽ふ朝上扇状地（花開砦礫層・）が，僅かに解析された谷の最上
部高さ180～200mの研にある。新鮮なものは青色を帯びて細砂均質である。薄片でみる
と輝石を含む監基性のもので，黒雲母花嵩岩より由來した砂岩ではない事明らかである。
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化石無く，層理もない。厚さ約30m程露出して湯の山居に勝越される。花開岩との境は
露頭なく，近江鮎川眉弾）の黒瀧断暦にあたる断盾の有無は不明であるが，地鮎（れ）に
於て砂岩中に東へ35。の走向で北西へ25。傾斜した厚さ45cmの断層粘土をもつ断居が
ある。本居を地質圖申にあらはすには，朝上扇状地を剥離せねばならぬので，単に観察
地鮎（た），（れ），（そ）を記すに止める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ刊・ケ　頁岩は青女色，浮石砂片を含み，凝茨質。朝明川上流地鮎（よ）に露出す。朝明川は朝
上扇状地を穿つ最大の河谷の一であるが，筆者調査の5月頃は，露頭は僅かに地鮎（よ）
のみで，採集した化石もCyc1im　sp・のみで，これを鮎河統に勘比するにはVicarye11包
baculum，Vicarya　vemeuli　yokoyamai，Soletellina　mino㎝sis等特徴ある化石を必要とす
るので，機會ある毎に更に調査を期したい。愉湯の山居（後述）は，模式地場の叫躍西方
100mの崖に於て，古生盾の角砦に，又朝馴1北方石榑商附近，朝明川に次ぎ解析の進
んだ宇賀川上流では古生盾の青緑色の輝線凝友岩に何れも断居を以て接し，千種盾の分
　　　　　　　　　　　　　ピカ布は無く，恐らく千草より田光に至る限られた慶域にのみ，黒雲母花開岩の繍違に分布
するであらう。地貼（よ）に於ては頁岩の下部に整合に30㎝1種の砂岩が見える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサ　2　〔島名籍と四日市統〕美麗居より市之原盾までの累盾を概括して桑名統下部，暮
”口
明居と大泉居を桑名統上部，湯の山居より櫻村盾までを四日市統とし，古生后と四日市
統を分つ一志断后の延長は，そのま』一志断居とよぶ事にする。此の名は瀧本學士5｝が
一志地方に於て命名された。
　　　　ピロク　（1）〔差越層〕模式地は美麗溜池附近．周一厚は80n1桑名統の基底礫岩で，養老山脈
の周邊に古生居に不整合に乗る。礫は空として固い青色砂岩からなり僅かの角はった角
岩珪岩を持ち，養老山脈から由來してみる。砂岩は軟かく，膠質物は同じ砂岩の風化した
ものである。礫は2～6cmであるが，北中津原北方のものは基底近く牛頭犬に達する。
新鮮なものは青色であるが，風化すると茶褐色に変る。走向は古野粘土盾との境で北50。
西南西へ1卯傾斜する。模式地そば20～50cmの亜炭が三后位ある。養老山脈西裾はそ
の隆起にあたり，一志断后に対比される断后を件ってゐない。
　（1’）〔湯の山層〕湯の山曝西方100mの崖を模式とする。居厚は250m＋。四日市統の
基底礫居で，圓磨された拳大の礫居から成って，新鮮なものは青色であるが，風化した
ものは茶褐色になる。礫は基底岩類より由來した砂岩，角岩，石英斑岩，稀に黒雲母花開
岩より成り，青色粘土居40～50cmをはさむ。走向傾斜は断居の近くでは東30。，南東へ
45。傾き，断厨の方向とは一致してゐない。断居の古生居側角岩は，烈しい断后の活動
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のため，厚さ120mに渡り歴陣されて角礫となってゐる。皿肌は鈴鹿山脈を概念的に，
背斜と見た時，その翼部にあたる爲一居座確が強烈であったらう。高地質圏外であるが
宇賀川谷の青色輝線凝友岩が，一志断居に接する所には此の様な歴確帯は広く，僅かに
厚さ2mの断盾角礫裕を隔てて，湯の山居が來る。此塵では輝線凝茨岩の礫后及亜炭破
片をもつ膏色粘土居（泥岩后）十数米の上に，上記圓礫層が來て，15㎝1の亜炭居一枚及
青色柔軟な砂岩を來在する。
　　　　目　　ノ　（2）〔古野口〕美麗村附近の谷壁を模式に選定し，眉’厚130m。主として青色乃至青線
色緻密な粘土叉は，黄色砂盾と青色，脊雑色粘上の互層より成る。数后位の亜來を來み
植物化石を件ぶも淡水貝は見られなかった。この青緑色粘土は，上位の市之原居にも，礫
風牽は抄后と頻繁に互盾し又櫻村居にも存し桑名統下部，四目市統を特徴づける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オラ歩帥ち多度山之一色・宿野等では居準は異るもこの粘土から瓦を製造し，朝日村小向，凋
　　　　パン　］津村でほ萬古窯業が褒達してみる。尾張瀬戸’多治見附近の窯業粘土と比較し，植物化
石が共通で（三木博士のMetas明皿。ia　bed），且つ亜炭を件ぶも品質は悪い。宿野曝附近
（い）地融瓦饒用粘土を分析し・在來’の資料と比較した分析表を掲げる。
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　宿野粘土のTOta口OO％に満たないのはK．O，Na．Oの定量を時日の都合上割愛」した
ためである。
　表に見られる様に，瀬戸木飾に比しSiO，が多くA1．O。は少なく，性質は異なる。三
木博士7〕は瀬戸木飾中のA1里0。の多いのは，この粘土が硝酸性（PH5，6）の所に堆積
したのであらうと，瀬戸粘土中の植物化石BraS㎝iaを例一にとられ述べられてゐる。この
故に一般木筋粘土堆積后は，淡水貝殻の保存に適さない事になる。
　亜炭は下部に厚く，時に1m近くに及ぶ事があり，現在古野・古美，美麗，北中津原
各村では稼行されてゐる。亜炭については，北條時太郎氏の調査報告日〕がある。又四日
市，桑名統を通じ，北海道泥炭紺），古琵琶湖統10〕にみられる土状の藍鐵鑛（Fe，P．O壬．
8H1・0）の生成はなかった。
　殖物化石は昔野亜炭採掘場（地灘へ）に於て，G1フptOstrobus　pensuisの賞と枝，及Sty醐x
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の實を得た。
　（2！）〔茶屋上度〕湯の山瞬南方茶屋上南の谷を模式とし，盾厚100m＋。数居位の亜
炭をもつ青色青糠色粘土で，黄白色堅硬凝友岩をはさむ。下部湯の山居とは礫と粘土の
互厨があって漸移する。被式地附近以外では露頭少きため，地質圖には湯の山居と合し
て，あらはした。
　（5）〔市之原層〕松名新田西の谷を模式に選定，盾厚400m。古野盾に引頼き，青織色
粘土と青雑色礫層一或は褐色礫后，乃至褐色砂居との頻繁なる互后である。得后数mから
時昨十数mに及ぶ。礫居はすぐ下部の粘土居を侵蝕し淀粘土塊をもつ事あるも，礫后の
沈積には常に見られる事で，不整合を示すのではなく一連のものである。模式地では青
緑色粘土と青緑色，或は褐色礫居の互層が29日繰返へされてゐ乱
　植物化石は多度川床の地貼（ろ）の青糠色粘土の中にMet割sequOia　japOnica11）の毬果
を，それより20m下の地熱（は）薄い亜炭を挟む青勘色精土からはJug1㎜s　ci卿ia〈バク
グルミ）の堅果を得た。多度楴社前大門橋前附近（地融に）のLa㎡x　bedは，下部茶褐色
礫居に不整合に水写に棄る礫盾の間に挾まれた薄い青色粘土后の中にあるもので，局部
的なものである。又多度小山附近（地融い）の亜炭居からは，CryptOme由bedが報ぜら
れてゐるが，此の亜表は古野后・市之原后の亜炭に比し薄く，炭化皮も悪く・此團域に
局部的な分布を示し，地質圖では省略した。又地賭（ほ）に於てはMetasequOi乞畑0nica
の毬果とGlyptostrObus　peusi1isの枝，S町axの葉を得た。猪餉西南方の地窺（と）では市
之曄后の上限浜く，厚さ約1mの薄い次白色，或は桃色の凝茨質粘土があって，代用石
鹸として採掘せられてゐる。その化學成分は
・i・1・1・W…1・騎・…1・m川・1…ω
50．85　　20，90　　　0，42　　　1，87　　　0，16　　　0．15　　　24．32　　98．67
　Tota口OO％にみたぬのはK．O，Na．0の定量を時日の蔀台上割愛したためである。
　筒地貼（ち）では，柔い凝次質粘土と，亜炭后があって，植物化石を産する。小泉教授
の御鑑定では，
　　　　　AcerpictumThunb・（イタヤカヘデ）
　　　　　Alms　tillctoria　Sa1＆var　g－ab胞CaH．（ヤマハ：／ノギ）
　　　　　QuercusserrataThunb．（コナラ）
　　　　　Quereus　criopula　Blume・（ミヅナラ）等が出る。
　多度地貼（ろ）附近の厚い1Omを曲える腐砂は，現在探掘さ牝示準周一となつて，大久保
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から力尾南方へ追跡し得飢
　（5’）〔櫻村層〕上部は空として茶褐色の細粒，中粒時に礫よりたる砂后で，砂質粘土
を挟み，一下部は茶褐色細砂層・と，植物化石をもつ青緑色粘土，叉は青色凝皮質粘土，一白
色凝友砦と砂居が葉片状（Iaminate〕に互層した地居との互居である。茶調色砂后は后理
を示す事は稀で，数Cmの磨砕のレ：ノスが，傷后乃至流萩を示す，淺水沈積物と認めちれ
る。川島村附近では40mの等高線に滑ひ水平に最高4mに及ぶ磨砕居が（青衣色粘土居
の上に）追跡される。又略々60mの等高線に滑ひ，青色粘土居に挾まれて50～80㎝・の
黄白色堅硬な磨砂がある。茶褐色居の模式は，櫻村智積南方の崖地賭（ろ）とする。下部
層’は坊主尾西方の谷に良く露出する。萄野瓦土探場の粘土からMe1asequOia　bedを三未
博士は報ぜられた。この粘土の分析は既述した。后厚250m。
　　　クラカ。　（4）〔高明層〕幕明北方の脊梁部に睾O～50mの絶壁をなして続くので，此塵を模式と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　芋．キ　　オ　コする。砂砦・角岩・石英斑岩の卵犬，乃至拳犬の園礫よりなり赤褐色を呈す，阿下喜・麻生
ク
田間の六谷川上流では，礫はぎっしりとつ斐って，無届I理であるが，模式地では，数枚
の凝皮質粘上をはさみ，西南方へ綾斜する。河成沈積物で，近畿地方一帯に分布する山
砂利后の古期のものと。思はる。市之原層とは不整合或は雫行不整合である。層厚は模式
地では50mなるも，最厚300mに達する。
　（5）〔未泉層〕下部は黄色砂盾（時に礫居）と青色粘土居との互后，上部は青色・青緑
色・乃至艦色繊密な粘土居で，下部の模式は笠田溜池，上都は笠田新田西の谷地熱（り）と
する。象歯Stegodon　c「shOdoensis　akashi㎝sisはこの谷壁で，當時桑名中學校生，宮崎，
　　　　　　　　　　　　　　虫水野，木村の三君によって護見され，同時にJuglms　ci皿ericaを十数個得た。地后はこ
の象歯襲見の地鮎では20mに達する緑色繊密粘土居のみで，浮石破片を多数含有する。
Juglans　cinelう。aは現在確實に鮮薪統とされ，stegOdOn　shOdOensis　akashiensisは現在洪
積統中下部のものとされてゐる。
　正ヒの地盾は后序上桑名統の最上部であるので，之をJuglans　cinericaに從って鮮新統
とするとStegodonshodo㎝sisakashiensis・を産する洪積居の地層は近くに求め得られず，
又段損し易く，重い象歯よゆ，J・gla・s　cinel｛ca（バタグルミ）の堅果の方がdel｛ved～ssi1
になる可能性が大きいので，象化石κ從って，洪積統中下部とする。桑名統下部は從っ
て鮮新統上部になる。筒この谷の上部で，二三g淡水貝の印象を得たが保存不良の爲決
定し得なかった。叉Ph閉駅1itessp．Q口gr㎝ssp．の植物化石があった。后厚180m。
．象化石記載の後に群詣ナる。
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5．扇祓地反河岸段丘。
（4）四同市地方
　（6）〔田上扇状地〕　湯の山瞬西方100mの崖を模式とする。盾厚10～20m，50～150㎝〕。
の黒雲母花開岩の亘圓礫岩居で，その風化したのが，膠質物とな一ってゐる。古生居の角
岩砂岩或はホルンフェルスの角礫を含む。花開砦地帯に接し，四日市統を蔽って慶大な
山麓扇状地を形成す乱
　（6）〔青本川層〕模式は青木川附近地鮎（は）。屠厚8m，四日市統を蔽ひ，水澤村附近
の慶大な扇状地をつくる。拳大の圓礫で，古生居の角岩，砂岩，及び花開砦礫より一成り，
黄色の粘土で膠結される。思ふに，風化し易い花蘭岩礫は，崩壊して花問質砂となり，
長石は粘土となったのではあるまいか，朝上房赦地の花薗岩礫との開係は見られ本いが
同時期の・ものと思はれる。
　（7）〔脚資層〕湯の山躍西方100mの崖に見られ，朝上扇状地面の上に生じた山麓崖
錐盾で，古生層Iの角岩砂岩石英斑岩珪岩等の角礫より成り，金谷では四目市統を，山之
坊附近では青木川礫岩居を蔽ってゐる。
　〔角礫后〕千種陸軍演習場地騎（ぬ）附近に見られ卯大，拳大の角岩砂岩の角礫より成
り，この下部にある，朝上屋赦地をつくる花開岩の亘圓礫は次第に小となり，この下に
尖滅する。崩積后の…部がも知れない。
　（8）〔河岸段丘〕千種陸軍演習場東北部地踏（ね）附近で，解礫居に不整合にのり，40～
i00㎝1の大きな花樹岩の圓礫を花開岩質砂が膠結する。膠結度が弱いので，朝上局赦地
の亘花開岩礫岩居とは睡別される。
（0）業　名　地　方
　（6！）〔竈期扇状地〕阿下喜町北方，下平の東標高約200mの所に護達する場状地で，
砂岩角岩の角礫で大きさ不定，牛頭大から豆大まであって，厚さ数mの赤褐色表土の中
に包含せらる。桑名近く蓮花寺の奥にあるものは，赤褐色表土の中に，圓礫になってゐ
る。多度附近地瓢（る）の最上部の数mの礫暦も，この后準である。（地貼（3）附近の露出
は小屋域なる故地質圖では省略した）。
　（7’）〔前期目勝地〕下卒の西，標高約150mの所にある扇状地で，この面は虞く山郷
村，笠田村，大泉村一にも護達する。多度の扇状地は，地鮎（る）の最上部礫居を蔽ふから
この面に属する。養老山脈東側の扇秋地は，他と対比する手がかりはないが恐らく，ご
め時期に形成された一ものであらう。礫は，奮期扇状地のものと同様であるが，麻生田，
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上笠田，犬県東附近のものは，圓磨された拳犬の砂岩，珪岩，角岩稀に花開岩礫より成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クヲガ切る。赤調色土壌が嚢達する所がある。この土壌は幕明后，犬泉居にも不整合に，角礫或
は圓礫を挾んで乗る。
　〔古期河岸段丘〕阿下喜町附近にみられるもので十敷mの高さにある，砂岩，角岩の
角礫より成．り，大きさ不定，多度附近北猪餉の裏地にのる不整合角礫もこの時期のもの
と思はれる。又七和附近十数mの裏地を形成する圓礫后からたる面もこれに属する。
　（8）〔霜期河岸段丘〕阿下喜町西にみられる数mのもので阿下喜町附近のこれら薪古
二つの河岸段丘は現在の鎌田川が形成した。
　　　　　　　　　　　　　　　皿構　　　　違
　桑名統は走向’は略犬養老山脈西鋸に平行に，西南方に傾斜して，盆地の中心に向斜を
形成する地動を頼けた。四日市統は一志断盾による東落ちの影響のない所では，幡東西
方向を軸とする緩起伏の波献橘曲を成してみる。阿下喜北方の鈴鹿養老雨山脈問の狭陸
部は，単なる向斜ではなく，一 ?k方向を軸とする綾起伏の波状禍曲を成す。猪飼西方の
年島状に突出した古生居は，その隆起にあたって，周蓬の地層を史上げ，猪飼背斜を生
じた。多一度背斜はその軸部は，砂礫后で東翼はその砂礫居の上に，腐砂盾をはさむ青緑
色粘土と黄調色砂居の数同の互層とその上部に地貼（ろ）たみられる砂礫居とからなっ
て，厚さ300m＋に達するが，そのま』西翼に等軸背斜をなすものでなく，西翼では山地
に近いため，背斜に近く向斜を生じて複雑である。多度背斜の東翼は磨砕居の追跡によ
り，力尾蘭方に続くも，その酉翼は，猪飼背斜のため妨げられ力尾南方では譲達せず，
西南方に傾斜する地居と，力尾断層一を以て接する。多度断居は扇敵地た薇はれてみられ
ぬが，柚井北西方では砂礫居が擾蹴，急傾斜をなして史上げられてゐる。多度背斜と多
度断后の開係は露頭なく不明である。四日市統桑名統はその最東端に於て，伊勢鵜の海
岸線に略平行に東へ急傾斜する。
　　　　　　　　　　　　　　　V　劃　　　　　比
1）　亜真來亜没層との醐係
　小川博士が嘗って奄蟄居と呼ばれ。後瀧本學士i2）の精査された奄勢続は，その下部は
或は鮮新統ならん？二，池擾學士瑚は言はれてゐる。瀧本學士によれば，下位より，（A）
小山礫層（220m＋），本居は奄褻統の基底をなしてゐて一志断層をへだて』，角岩，花闇
岩類・片麻岩親一志続をつくる岩石等の礫よりなる。lB）天華寺盾（最声140m）荻白色
三重縣四日市’桑名地方の地質
の砂と粘土よりなり，亜炎を改む。．lC）風早池居（最高100m）　凝皮質の粘土から成っ
てゐて淡水貝を産する。（D）磨砕（最高17m），㈹竹ケ原盾（最高160m）凝茨質粘土
で淡水貝を産する。（F）上部麟砂最高2mの順であると云ふ。小山礫層一は，湯の山・美
麗盾に天華寺盾は，茶屋上・古野居に，風早池居は略々機材・市之際居にあたる。磨砕
居は略々櫻村居に属する川島村附近の，或は市之原居に属する多産附近の腐砂盾に甜比
される。
2）月張地方，瀬戸・多治見附近の木簡粘土との腕係
　清野・曾我両氏1そ〕によれば，一木飾粘上，蛙目粘土は基盤黒雲母花開岩をネ整合に蔽ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虫含粘土后の中に胚胎してみる。この木飾粘土の植物化石は三木博士のMetasequoia　bed15〕
で叩etasequoia　bedも畿居準もあるが，此の含粘土居は桑名統下部に対比される。
5）　四日市統及桑名統下部は，知多年島にも分布すると思はれるも渥美年島には求めら
れない。
　　　　　　　　　　　　　　皿地　　　　　桑
　鮎河・月吉爾盾群と連絡のある，中新続中期の内海の沈積居の千種后が堆積後，鮮薪
絞上部期に至って鈴鹿養老山脈の間の盆地には，千種后を蟻越して礫后を以て始まる慶
大な湖（湖群）が閑現した。此の地域は次第に沈降をつ£け，古野，茶屋上東亜炭后及ぴ
天華寺來亜毅居の沈積が行はれた。この湖はある時期には，濃尾卒野，知多年島にも潰
って，瀬戸地方の木飾粘土を堆積した。かムる沈積を繍けて行く中に，一志噺居の情動
が開始され鈴鹿山脈の現在の隆起が出來↓つて打つだ。養老山脈も山地に接する地層を
擾飢，曳き上げて隆起したが，鈴鹿山脈程烈しくなく，その西裾には断后を生じなかっ
た。現在養老山脈準平原の高さ」はその北牟では700m乃至800m，南牛では650mで，鈴
鹿山脈の平頂面は100mの剛〔あって，20帖・の高度差がある。これは養老山脈古生層の
　虫精査を侯って解明されるべきものであるが，養老山脈側に一志断盾に相當する断后の底
い事も一因であらう。
　一志断居の活動は，此の地域の隆起運動となり，市之原居の礫砂盾と粘土居の互層櫻
村居にみる淺水堆積物を生じた。この頃一志地方の湖は，淡水貝を含む凝次質粘土を堆
業三水博士は近畿地方陣成居を植物化石で六つの㎏dに分けられ，気候諭に言及さ牝でみる。これ
　　　■　によれば，東北地方の埋木履との連間も見出き牝る。
｝二十高名古屋目幅養老北部にみえる石族岩の分布と構造が1鈴鹿山脈北部藤原岳・御池岳頂上を
　占める肴次号と如何なる副様を有するかo
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積し，四日市・桑名地方とは連絡は切れたと思はれる。猪餉西方の珪岩角岩よりなる牛
島の突出部は，その隆起にあたって，そのま』軸部となつて，北々東南一南西方向の猪
飼背斜を生じ，や』遅れて北々酉，南々東の多慶背斜が形成された。猪飼背斜のため，
多度背斜の酉翼は力尾南方では褒達せず，西南方へ傾斜する地厨とは，力尾噺居を生じ
た。叉市之原盾，櫻村の最東部は東へ傾斜した。この運動は，次の幕明盾の堆積前に略
完成されてゐた。洪積世に入って沈降及氣候の犬蟹化に件ひ，幕明礫后が堆積，桑名地
方の原山麓扇敵地を形成，引続き犬泉盾が税穣一したが，四目市側では陸面と底ってみた。
その後鈴鹿養老の隆起と気候の饗化は，その山麓に慶大な薪套の二面の剥画を形成した。
その後現河流による二段の河岸段丘を生じた。
　　　　　　　　　　　　　皿家一化石記載
　　　　　　　　　St・g・do・・h・d・…i・・k・・hi・・si・（不乱k・i，蝿6）
標本は．ヒ顎の左歯で，蟹見場所牢員擁郡笠田村，笠囲犬池西100mの谷中。后準は大
泉居上部。全長18cm，幅9cr・，稜は九つあったと思はれるが，二つは現在無い。稜の
高さは最高4．5㎝1前四つの稜は咀曝の爲，磨滅してみる；粘土が稜と稜の間の谷を満し
てみる。喬はU字形。
稜の番號
皿
氾
㎜
珊
マ
v
l
I
I
幅　　　　厚き　　　　歯冠の敷
坐m．　　　O．7om．　　　　　8
6　　　　　　1　　　　　　　10
6，5　　　　　　　1．．3　　　　　　　　　　10
7．5　　　　　　　　1．3　　　　　　　　　　　10
7　　　　　1．3　　　　　　　11
8，5　　　　　　2　　　　　　　－
8．5　　　　　2．5　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　皿　象化石後記
　護見者は，昭和十四年當時桑名中華校五年生の宮崎和政君，水野忠雄君と四年生の木
村所也君で，同居準から出たバタグルミと共に桑名中學校へ賢らされた。筆者は昭和十
五年調査の時木村君の案内によって，や』もすれば不明に次り易い居準を確め得た。バ
クグルミは當時の榑物科の幅田先生によって・東北帝大地質學古生物學致窒にその大部
分は還られた。象化石は，三重縣立津師範學校の槌賀安平氏の乎に移り，現在同所で保
管さ牝でみる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　縦
1）　横山吹郎岩波講座，新第三紀0
2）一之瀬　荷　北部鈴鹿山脈東麓の地形と土地利用，地理第二巻，第三號，昭和十四年。
3）北條時太郎　三重懸東部工業原料調査報告，工業原料同鏡物調査報告，十號，大正十一年。
4）池邊展生　滋賀縣甲賀郡東部中新続，地球，2増，2號。
5）瀧本　清　三重縣一一志郡地方の新生界1地球12蜷15號・昭和十帆
6）三浦宗教郎　二十高分ノー，名古屋固幅説明書。
7）　S．Mliki．　　The　olay　ot1ignite　bed畠日。岨in∫apan　with5peoial　re胞爬noe　to　the　P＝nu畠tdfoua
　　　　　　　　bods　in　c8皿t記1IIo－1do．J副p．Jo町。Bota口y．vol．xI，237－303・
8）　北條時太郎　石炭埋蔵量調査概要，商工省鏡山局，昭和七年。
9）　原因準平　北海道泥炭地に産ナる藍鐵鎖に就いて・岩石銭物鎖床學・14巻1292頁。
1O）池逃展生　琵琶湖西方の古琵琶湖屠，地球，20巻，4號，昭和八年。
11）三水　茂　鮮新世以來の近畿並びに近接地域域の遺膿フロラに就いて，郡場教授還麟置念論文
　　　　　　　　集，近刊。
12）　湖水　　清　前掲。
13）池籔展生　鈴鹿山腰西側近江甲賀郡下の新生界1地質學雑誌141巻1399頁。
14）清野信雄・曾我杢鮎　愛知懸瀬戸町附近粘土，長石及石英砂調査報丈，工業原料用鐵物調査報告
　　　　　　　　第十一跳，大正十一年。
15）三水　茂前掲（11）。
〔地質回及断面回にりいて〕新・奮・扇服地の小曖域のものは省略した所がある。
第一圖版説明
Stegodon　c£sbodoensis　akashiensis｛Takai，1936）
　上の固と下の固は廣から見たもの，1／2大。
　中の固は上から見たもの，約7／15大。
第二圃版説明
StegOd㎝小片，略貢物犬。
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